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洋画家・国領經郎作品
の魅力にせまる

　しもだて美術館で開催中の展覧会
「国
こくりょう
領經

つねろう
郎展 - 砂丘に秘められた抒

情 -」の会場内で、５月 23 日、作
品鑑賞会が行われました。
　安

やす い
井収

しゅうぞう
蔵館長と、ゲストの成

なり た
田

篤
あつひこ
彦氏、片

かたおか
岡世

せい き
喜氏のお二人が、国

領氏の人柄や教育者としての一面を
はじめとするお話をされ、特に砂丘
を描いた作品についてのお話が盛り
上がりました。
　来場者は「作品の見方が変わった」
などと話し、国領作品の魅力を再発
見する作品鑑賞会となりました。

「おっこのタイプアート
作品展」で新作を披露

　５月 19日から 24日まで、車椅
子のタイプアート作家で愛称「おっ
こ」こと渡

わたなべ
辺良

よし こ
子さん（市民栄誉賞

受賞者）の個展が、県総合福祉会館
（水戸市）で開催されました。作品
はすべて、足の指でタイプライター
のキーをたたき、文字を重ねて制作。
作品展では、最新作の『宇治、平等
院』など 35点が展示されました。

スイスの森林管理官が
母子島遊水地を視察

　６月９日、森林管理フォーラムなど
で講師を務めるスイスの森林管理官
ロルフ・シュトリッカーさんが来日し、
希少な草原性のチョウなどが生息す
る母子島遊水地を視察しました。
　（財）日本生態系協会評議委員の
長
は せ が わ
谷川明

あきこ
子さんの招きで実現したも

ので、旭ヶ丘自治会や同地で調査活
動を行っている「ＮＰＯ法人大きな
みずうみの会」のみなさんなども視
察に同行。ロルフさんは ｢とても興
味深い場所を視察できました｣ と話
していました。

　５月 30日、養蚕小学校（嶋
しまやま
山

和
かずや
也校長）の運動会開会の前に、校
旗作製実行委員会（石

いしかわ
川誠
せいじん
人委員長）

により、校旗贈呈式が行われました。
　同実行委員会は、傷んだ校旗を
新調しようと、歴代ＰＴＡ会長や
後援会メンバー 30人により設立。
養蚕地区の自治会や地区住民に寄附を呼びかけ、約１か月間で約 260
万円を集め、校旗のほか屋外用校旗などを作製しました。
　石川委員長は「地域のみなさんの協力により素晴らしい校旗ができた」
と話し、嶋山校長も「本校への厚い思いを胸に、子どもたちが夢を語り
合い、夢を叶えようとする希望あふれる学校としたい」と話しました。

地区住民の善意で養蚕小学校校旗を新調

鬼怒川河川敷が
マリーゴールド一色に

　鬼怒川を愛する会（中
なかざわ
澤清

せいいち
一会長）

により、５月 24日、鬼怒川河川敷
でマリーゴールドの花苗植えが行わ
れ、親子ら約 70人が参加しました。
　参加した子どもたちは、保護者と
一緒に１鉢ずつ丁寧に植え、5,000
鉢の花苗が植えられた河川敷は、一
面マリーゴールド色に彩られまし
た。

まちのわだいまちのわだい

ダスキンデータム下館店 0120-308-998今すぐお電話を！

おうちのお掃除で困ったら…

プロのおそうじサービス

ご相談 ・ お見積もりは無料ですので、 お気軽にお問い合わせ下さい。ご相談 ・ お見積もりは無料ですので、 お気軽にお問い合わせ下さい。

キラリと光るプロの技

確かな技術、安心のサービス

キラリと光るプロの技
私たちプロの出番です。

キッチン ・浴室

レンジフード ・ 窓

トイレ ・ 洗面所など
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関城中学校が３日間の熱戦を制し、頂点に
　筑西市出身の元プロ野球選手・田宮謙次郎氏の功績をたたえ、野球技
術の向上や豊かな人間性を培うため開催されている「田宮杯中学校野球
大会」。35回を数える今大会は、５月 10日・16日・17日に開催され、
市内や近隣から 23の中学校が参加しました。
　その中で見事頂点に輝いたのは関城中学校。決勝戦では先制点を奪わ
れながらも、あきらめずに逆転し、３対２で結城中学校を破りました。

古里小運動会に
里の子レンジャー登場

　あいさつ運動やボランティア活動
を行っている古里小学校（坂

さかいり
入幸

さち こ
子

校長）６年生の「里の子レンジャー」
が、５月 30日の運動会に登場。保
護者や地域のみなさんへ、ごみの散
乱防止と持ち帰りを呼びかける劇を
披露しました。
　会場には笑い声が広がり、和やか
なひとときとなりました。

泥んこになりながら
親子で酒米田植え体験

　５月 17日、しもだて和醸良酒の
会（宮

みやた よ う じ
田洋二代表）主催により、酒

米「雄
おまち
町」の田植え体験が大関地内

で行われました。７回目となる今年
は、親子で約 70人が参加。子ども
たちは泥に足を取られたり、尻もち
をついたりと苦戦しながらも、とて
も楽しそうに田植えをしました。
　参加した子どもたちが成人したと
きに、今年収穫した米で作ったお酒
がプレゼントされます。
　秋には、稲刈り体験や酒仕込の手
伝いなどが開催される予定です。

ライバルに差をつける
ぞ！　 ～かけっこ教室

　５月 24日、ＮＰＯ法人体育の時
間（山

やまぐちこうじ
口浩司理事長）主催により「第

２回かけっこ教室」が関城東小学校
で開催されました。運動会目前とい
うこともあり、ひとつでも順位を上
げようと、定員を超える 153 人の
子どもたちが出席しました。
　福

ふくちよしかず
地義一・良

よしこ
子両コーチから「速

く走るには、背筋を伸ばして、肩は
動かさず大きく腕を振り、太ももを
大きくあげること」など指導を受け、
子どもたちは休む間も惜しんで、一
生懸命練習しました。

あまくておいしい！
こだまスイカを試食

　６月５日、ＪＡ北つくばこだま西
瓜部会協和青年部（戸

とこ ろ
頃英

えい じ
治部長）

は、市特産品であるこだまスイカの
おいしさを子どもたちに伝えよう
と、協和幼稚園の園児にこだまスイ
カを振る舞いました。
　園児たちは、小切りにしたスイカ
を口いっぱいに頬張り「甘くておい
しい」と満面の笑顔でした。



る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
19
年
頃
か

ら
。
偶
然
撮
れ
た
雷
の
写
真
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
そ
う
で
す
。「
は
じ
め
は
雷
の
写

真
ば
か
り
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
あ
る
と
き
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
威
圧

感
を
持
つ
巨
大
な
雲
『
ス
ー
パ
ー
セ
ル
』

（
回
転
を
伴
う
発
達
し
た
積
乱
雲
）
に
出

会
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
気
象
現
象
全
般
に

興
味
を
持
ち
は
じ
め
、
撮
影
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
」。
そ
れ
か
ら
青
木
さ
ん
は
、

独
学
で
気
象
現
象
を
学
び
、
撮
影
の
幅
を

広
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
の
日
常
は
、
常
に
気
象
状
況

と
の
「
に
ら
み
合
い
」
に
な
り
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
収
集
を
し
て
、
悪

天
候
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
カ
メ
ラ
を
片

手
に
撮
影
に
で
か
け
ま
す
。「
複
数
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
撮
影
場
所
を
割
り
出
し
ま
す

が
、
撮
影
が
成
功
す
る
確
率
は
３
〜
４
割

程
度
。
自
然
が
相
手
で
す
か
ら
空
振
り
も

多
く
な
り
ま
す
。
現
場
は
危
険
な
状
況
で

す
の
で
、
安
全
を
最
優
先
し
、
１
度
の
撮

影
で
欲
張
ら
ず
、
冷
静
に
状
況
を
判
断
し

て
い
ま
す
」
と
撮
影
の
難
し
さ
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
「
気
象
現
象
を
言
葉
や
文
章
で
理
解
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
が

撮
っ
た
写
真
で
気
象
現
象
を
視
覚
的
に

捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
な

れ
ば
」
と
、

ス
ト
ー
ム
・

チ
ェ
イ
サ
ー

と
し
て
の
活

動
が
気
象
現

象
を
身
近
に
感
じ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
目
を
輝
か
せ
ま
す
。

　
「
自
然
現
象
は
、
あ
る
程
度
予
測
で
き

て
も
、
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
小
さ
な

変
化
に
も
気
付
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
肌
で
変

化
を
感
じ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
こ
と
で
、

防
災
意
識
が
向
上
し
、
災
害
に
よ
る
被
害

が
少
し
で
も
減
る
と
い
い
で
す
ね
」。

人人人人人人人人輝人人人輝人人輝人輝く
青木豊さん

日本で唯一の「嵐」を追う写真家「ストーム・チェイサー」

青木さんの著書「ストームチェ
イサー～夢と嵐を追い求めて」

人
智
を
超
え
る
自
然
の
力
は

幻
想
的
な
風
景
を
見
せ
て
く
れ
る

　
「
筑
西
市
近
郊
は
雷
が
多
い
地
域
。
市

内
の
写
真
館
に
生
ま
れ
子
ど
も
の
頃
か
ら

カ
メ
ラ
に
触
れ
育
っ
た
私
が
、
雷
の
写
真

を
撮
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
必
然
か
も
し

れ
ま
せ
ん
」
と
話
す
の
は
、
筑
西
市
を
拠

点
に
竜
巻
や
雹ひ

ょ
う、
雷
な
ど
激
し
い
気
象
現

象
を
撮
影
す
る
写
真
家「
ス
ト
ー
ム
・
チ
ェ

イ
サ
ー
」
青あ

お
き木
豊ゆ

た
かさ
ん
（
47
歳
・
玉
戸
）。

青
木
さ
ん
が
激
し
い
気
象
現
象
を
撮
影
す
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中
なかじま
島　定

さだえい
衛 さん（門井）

今夜はバーボンを飲みなが
ら大好きなジャズに耳を傾
ける、そんなおしゃれな時
間を過ごしたい気分です。

　　

す
ご
い
仕
事
を
し
て
き
た
方
が
市
内
に
お
住

ま
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

鉄て
っ
ぽ
う
づ
か

炮
塚
隆た

か
しさ

ん
（
折
本
）。
中
学
時
代
、
吹

奏
楽
部
で
の
ド
ラ
ム
と
の
出
会
い
を
ス
タ
ー
ト

に
、
18
歳
で
プ
ロ
の
音
楽
の
世
界
に
入
り
、
日

本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
ム
奏
者
・
猪い

の
ま
た俣

猛た
け
しさ

ん
の
専
属
音
響
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
、
国

内
外
を
飛
び
回
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ー
フ
エ
ン

ジ
ニ
ア
と
し
て
作
り
上
げ
た
レ
コ
ー
ド
は
、
今

音
楽
、
そ
れ
は
心
の
栄
養
で
す

少
年
時
代
に
日
本
を
代
表
す
る
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
ム
奏
者
と
出
会
い
、

そ
の
専
属
音
響
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
レ
コ
ー
ド
制
作
や
ラ
イ
ブ
会
場
で
活
躍

で
も
多
く
の
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　

レ
コ
ー
ド

制
作
は
、
演
奏

者
と
職
人
技

を
持
つ
音
響

ス
タ
ッ
フ
が

練
り
に
練
っ

て
創
り
出
す

も
の
で
す
。
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
エ
ン
ジ
ニ
ア

と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
表
に
出
る
こ
と
の
な

い
マ
イ
ナ
ー
な
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
が
、
私

た
ち
が
よ
り
よ
い
録
音
状
態
で
音
楽
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
り
、
ラ
イ
ブ
会
場
で
ラ
イ

ブ
の
醍だ

い
ご
み
醐
味
を
楽
し
め
る
の
は
、
彼
ら
が
素

晴
ら
し
い
「
音
楽
の
ド
ラ
マ
」
を
制
作
し
て

く
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

現
在
、
鉄
炮
塚
さ
ん
は
ふ
る
さ
と
筑
西
市

に
戻
り
、
実
家
の
食
品
加
工
業
を
継
い
で
大

変
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
多

忙
の
合
間
を
縫
っ
て
、
母
校
で
あ
る
下
館
北

中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
の
指
導
を
し
た
り
、

吹
奏
楽
団
の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ド
ラ
ム
奏
者

と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
吹
奏
楽
愛
好
者
の
番
組
に

出
演
し
た
り
、
近
く
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で

ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
も
し
て

い
ま
す
。

　
「
一
緒
に
仕
事
を
し
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏

者
・
北き
た
む
ら村

英え
い
じ治

さ
ん
の
言
葉
、『
音
楽
は
心

の
栄
養
で
あ
る
』
に
深
く
感
動
し
ま
し
た｣

と
語
っ
て
く
れ
た
鉄
炮
塚
さ
ん
。
そ
ん
な
彼

に
、
ま
す
ま
す
興
味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ

ふ
る
さ
と
で
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
指
導

プ
ロ
の
音
響
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

音響エンジニア時代に愛用した機材

チーフエンジニアを務めた
レコード ｢ALL ＴＨＥ Ｔ
ＨＩＮＧＳ ＹＯＵ ＡＲＥ｣
を手にする鉄炮塚さん

ライブハウスのジャムセッションで ｢心の栄養｣ を補給

　

そ
う
だ
。
今
晩
は
彼
が
制
作
に
携
わ
っ
た

「
Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｔ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｓ　

Ｙ

Ｏ
Ｕ　

Ａ
Ｒ
Ｅ
」
を
聴
き
な
が
ら
、
夜
を
過

ご
す
の
も
悪
く
な
い
か
な
。
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